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iii

推薦の言葉

我が国が「くるま社会」といわれるようになって、長い年月が経って
いる。

自動車は人や物を移動させる手段として、日常生活には欠かせない最
も有効な交通機関となっている。

自動車産業技術の発展によって、現在の乗用車はABS（アンチロックブ
レーキシステム）やエアバッグ等の安全装置をはじめ、衝突した際の乗員
の傷害を軽減する車体構造へと改良され、安全性がより高められている。

一方、自動車の保有台数は毎年増加の一途をたどっており、その華や
かさとは裏腹に交通事故という暗い影を持ち合わせていることもいなめ
ない事実である。

警察は交通事故防止のために、交通安全教育、指導および取締り等に
努力しているが、交通事故発生件数は保有台数に比例して増加している。

交通事故捜査に携わる警察官にとっては、事故の過失の認定が重要な
課題であり、事故現場の状況を詳しく調査し、事故発生原因を解明する
必要がある。

本書は、複雑な数式の計算や理論をわかりやすく解説するとともに、
事故車両の破損状況に関する見分やスリップ痕等の路上痕跡と事故との
関係が解説されている。また、事故再現を行う上では、現場痕跡を科学
的に解析する必要があるにもかかわらず、えてして事故現場を任された
警察官は、スリップ痕の長さから速度を推定するにも一覧表だよりとな
りがちである。

そこで、本書は交通事故解析の基本に立ち戻り問題解決を図るため、
数式の根拠から各種条件値に関する事項等が盛り込まれた書である。

また、本書はパソコンによる表計算ソフト（Microsoft Office Excel）
を活用し、交通事故解析の基本を処理しようとするソフトも添付されて
おり、交通捜査官をはじめ交通事故に携わる実務家の方々により多く活
用され、妥当適切な事故の捜査処理に利用されることを願い、本書を推
薦する次第である。

平成12年 6 月 1 日
科学警察研究所

所　長　高　取　健　彦

捜査官のための交通事故解析〔第4版〕_五.indb   3捜査官のための交通事故解析〔第4版〕_五.indb   3 2026/04/21   16:50:272026/04/21   16:50:27



v

推薦の言葉

近年の交通事故発生状況は、平成11年の死者数は9,005人であり、こ
こ数年は減少傾向にあるものの、負傷者数は約105万人であり、事故発
生件数及び負傷者は毎年増加している状況である。交通事故は昼夜を問
わず発生するため、危険性が高い交通量の頻繁な道路上での実況見分や
事故処理に携わっている交通警察官の労苦には計り知れないものがある。
さらに、交通事故の多くは過失事案であることから、事故に対する当事
者の意識や加害者としての罪の意識も薄く、えてして捜査処理にあたる
警察官や検察庁の捜査官の方々はその取調べにおいて、当事者からの一
方的な供述により、真相の究明に苦慮することもしばしば起こっている。
本書は、このような捜査処理上の問題点を解決すべく、交通捜査の第
一線で活躍されている交通捜査官及び司法関係者のために、工学的見地
に立ち交通事故解析をわかりやすく解説した書である。幸い名古屋地方
検察庁においては、伝統のある採証鑑識を業務とする犯歴採証課（理化
学採証係）があり、本書の執筆にあたった牧野氏は21年間にわたり交通
事故解析の研究・鑑定に従事してきた検察鑑識の専門家である。牧野氏
の実績は全国の検察庁から認められているとともに、多数回にわたる警
察鑑識・検察庁・大学の法医学の関係者からなる「中部鑑明会」におけ
る研究発表及び証人出廷等の経験から同氏の鑑定には定評があり、裁判
所にも数多く同氏の鑑定結果が採用されているところである。
このほど、同氏の長年の交通事故解析に関する知識を集大成し、「捜査
官のための交通事故解析」が検察協会から刊行された。交通捜査に携わ
る捜査官や司法関係者にとって、路上痕跡及び車両損傷の重要性が理解
できるとともに、ややもすれば数学・数式による解釈に弱い者にとって
車両速度等の計算根拠が工学的にわかりやすく解説されている。さらに、
本書付属のソフトはパソコンや表計算ソフトが初めての者でも手軽に交
通事故に関する基本的な計算ができる内容となっており、パソコンの有
効活用により捜査上の問題解決に大いに役立つ書でもある。よって、交
通捜査官及び司法関係者の必携の書として、ここに推薦する次第である。

平成12年 6月 1日
名古屋地方検察庁

検事正　長　山　頼　興
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vii

第４版はしがき

近年、我が国における交通事故発生件数及び死傷者数は減少傾向にあ
ります。しかしながら、高齢運転者による事故、高速道路における多重
事故、車両の自動化技術の進展により、事故の態様は一層複雑化してい
ます。

また、危険運転致死傷罪をはじめとする刑事責任の判断は厳罰化して
おり、裁判員裁判の定着とともに、交通事故解析に対する科学的かつ客
観的説明が求められる時代となりました。一方、当事者が死亡もしくは
重体で事情聴取ができないケースや、当事者同士の言い分が食い違う
ケースでは、物的証拠に基づいた再現性のある事故解析が、公正な司法
判断の基盤となります。

交通事故捜査において、事故現場は常に多くの事実・情報を語ってい
ます。それらは、路面に残された痕跡、車両の損傷、散乱物の位置関係、
車両の電子記録データであり、これらの情報を正確に読み取り、総合的
に事故原因を解明する能力が重要となっています。

第 3 版以降、EDR（Event Data Recorder イベント・データ・レコー
ダー）の解析技術は大きく進展し、ドライブレコーダー、防犯カメラの
活用などと併せて、事故解析を取り巻く環境は大きく変化しました。本
改訂では、最新知見と実務上の留意点を加筆し、より実務に即した内容
へと充実を図りました。

しかし、いかに車両の電子情報や映像データの解析技術が進歩して
も、事故解析の根幹は変わりありません。先入観にとらわれず、公平な
視点で事実と向き合い、推測ではなく、客観的根拠に基づいて結論を導
くことが、事実の解明につながるのです。

本書が、交通事故捜査に携わるすべての実務家にとって、適正かつ公
平な事故解析の実務に役立つことを願っています。

終わりに、本書の企画や編集、改訂出版に当たり、自動車工学研究所
のスタッフをはじめ、立花書房編集部の馬場野武部長、下村大志係長等
にお世話になったことを厚く御礼申し上げます。

令和 8 年 4 月 1 日

牧　野　　　隆

捜査官のための交通事故解析〔第4版〕_五.indb   7捜査官のための交通事故解析〔第4版〕_五.indb   7 2026/04/21   16:50:272026/04/21   16:50:27



ix

第３版はしがき

平成27年中の交通事故発生件数は約54万件（死亡事故件数4,028件）、
平成28年中の交通事故発生件数は約50万件（死亡事故件数3,790件）であ
り、交通事故件数及び負傷者数は平成16年から減少し続けています。死
者数が減少している理由には、「シートベルト着用率の向上」、「飲酒運
転・最高速度違反などの危険性の高い事故の減少」、「衝突防止装置の普
及」が挙げられます。一方で、交通事故加害者に対する処罰の厳罰化が
進んでいます。平成13年12月に、悪質運転者に対する危険運転致死傷罪
が新設され、（最高刑は懲役20年）さらに、平成21年 5月から導入された
裁判員制度に危険運転致死罪が該当するようになり、公判活動における
司法関係者にも、交通事故解析に関する知識が必要となってきています。
悪質な交通事故に対する厳罰化が進むなか、実況見分等の交通事故捜
査は従来と変わらず、事故の当事者や目撃者の供述に基づく人的証拠
と、事故車両の損傷部位・程度、各種の路上痕跡に基づく物的証拠の収
集です。特に、一方の当事者が死亡、もしくは重体で事情聴取ができな
いケースや、当事者同士の言い分が食い違うケースでは、現場での証拠
収集が極めて重要です。また、危険運転致死傷罪を踏まえた事故捜査で
は、物的証拠に加えて、路面状態・タイヤの特性・気象条件等の詳細な
証拠収集による科学的な事故原因の解明が求められます。
本書は、交通事故捜査に携われている方々に、車両の損傷状況や路上
痕跡の見分に関する知識を養い、事故解析の基礎を身につけていただく
ことを目的として、平成12年に執筆しました。17年という年月の経過
によって、以前は解明困難な事故も、EDR（イベントデータレコーダー）
及びドライブレコーダーの活用や新たな事故解析の手法によって、解析
可能となってきた事例を加筆してあります。しかし、すべての事故を的
確に解析するには、まだ多くの実験・研究が必要となるでしょう。
終わりに、本書の企画や編集・校正、全面的な改訂出版等に当たり、

自動車工学研究所のスタッフをはじめ、立花書房出版部の馬場野武次長、
同部本山進也参与、中埜誠也係長等にお世話になったことを厚く御礼申
し上げます。本書が、適切で公平な交通事故捜査に役立てれば幸いです。

平成29年 4月 1日

牧　野　　　隆
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1

第１章

 路上痕跡と交通事故解析

事故現場に残された路上痕跡は、交通事故解析において、客観的事実

を示す物的証拠として非常に重要である。

路上痕跡とは、車両の挙動によって路面に残された痕跡の総称であ

り、タイヤ痕、金属痕、散乱物、漏出痕、車両部品の散乱がある。

事故解析における路上痕跡の主な役割は、衝突地点や車両の進行方

向・挙動、ブレーキ操作の有無や程度、速度の推定である。

路上痕跡は事故の再現図を描くための基礎資料となるため、精度と客

観性を意識し、位置、形状、状況を正しく記録する必要がある。
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2 第１章　　路上痕跡と交通事故解析

タイヤ痕は、タイヤによって印象された痕跡の総称であり、主に、ス
リップ痕、横滑り痕、スキッド痕の 3種類に分けられる。

タイヤ痕は、形状からは車種の判別、長さからは車両の速度、方向か

らは衝突地点や車両の進行方向・挙動が解析できる重要な証拠であるか

ら、慎重な測定と写真撮影が必要である。

夜間や雨天時の事故では、タイヤ痕の見分が困難なため、後日再見分

することが望ましい。

1.1 タ イ ヤ 痕
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1.1　タ イ ヤ 痕 3

1.1.1 スリップ痕

スリップ痕は車両が急制動した際に、タイヤと路面の強い摩擦によっ

て印象される縦滑り（直線的）の痕跡である（写真1.1参照）。

ABS注１非装着車両が急制動を行った場合には、タイヤのロックによ

り、直線状で濃い、太さが比較的一定の痕跡となって印象される。

〈写真1.1　スリップ痕の印象状況（ABS非装着車両）〉

注１アンチロック・ブレーキシステムの略
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17

第２章

 車両の損傷と変形

事故によって車両に生じた損傷および変形は、交通事故解析におい

て、衝突状況を客観的に把握するための重要な物的証拠である。

車両の損傷部位、変形の方向・程度、擦過痕や塗料の付着状況等を詳

細に検討することにより、衝突位置や衝突の方向、衝突形態、衝突時に

おける車両同士の相対関係、衝撃の大きさや作用方向などを推定するこ

とが可能となる。

事故車両の損傷を見分することは、事故当時の状況を客観的・物理的

に復元するために不可欠であり、衝突形態や接触状況を検証する上で重

要な役割を果たす。
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18 第２章　　車両の損傷と変形

自動車の前後左右は図2.1に示すごとく、車体進行方向を向いた車体

右側を「右」車体左側を「左」と呼称している。

2.1.1 車両全体の観察

事故車両を一周し、まずは細部にとらわれず全体の状況を確認する。

衝突の方向や主たる損傷部位の見当をつけるため、損傷のある面

（前・後・左右・斜め）を確認し、損傷の集中箇所や車両全体の傾き・歪

みを把握する。

2.1 車両の見分

〈図2.1　車体の前後左右〉
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33

第３章

 自動車の性能と事故解析

交通事故解析を行うには、自動車の走行性能を知ることが重要であ

る。

自動車の性能とは、「加速」、「減速」、「旋回」である。

走行性能（そうこうせいのう）とは、主に鉄道車両や自動車の車両に
おいて、動力性能や、走行時の安定性、運動性、制動能力などについて

総合的に加味した能力のことである。

すなわち走行性能は、車両が走行するときに求められる性能全般のこ

とであり、自動車においては、動力の性能、操縦の安定性能、制動の性

能など、走行に関する様々な性能をトータルに評価したものをいうが、

定義的なものがあるわけではない。
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34 第３章　　自動車の性能と事故解析

事故解析の計算では、基本単位として、長さ（距離）にメートル（m）、

重さ（質量）にキログラム（kg）、時間に秒（s）を採用したMKS単位系
を用いている。

交通事故解析における計算は、数学と物理に基づいており、単位及び

次元が同じでなければならない。

3.1.1 速度の単位

速度は、運動する物体の単位時間あたりの位置の変化であり、「時速」
や「秒速」で表される。

速度＝走行距離÷走行時間

交通事故解析では、速度の基本単位は秒速（m/s）であるから、時速
（km/h）は秒速に換算して計算する。

換算方法

　 1時間＝3600秒、 1 km＝1000mであるから、時速（km/h）を

秒速（m/s）に換算するには

km/h＝m/s× 36001000

という式が成り立つ。すなわち、

時速（km/h）＝秒速（m/s）×3.6

秒速（m/s）＝時速（km/h）÷3.6

3.1 基 本 単 位
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107

第４章

 衝突速度の解析

車対車の衝突では、衝突時に両車両の衝突箇所に変形が生じ、衝突終

了後に、速度変化とともに進路の変化が生じる。

衝突時の速度を求める際の準備として、

　「 1．事故車両の諸元」

　「 2．事故車両の衝突部位と変形量」

　「 3．衝突形態と衝突地点」

　「 4．事故車両の衝突前後の移動状況」

を特定することから始まる。

本章では、同型の乗用車（すべて質量は同じ）が正面衝突した事例を

基に、衝突時の車体変形量と衝突後の挙動を比較する。
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108 第４章　　衝突速度の解析

図4.1の「事例 1 」は、Ａ車とＢ車がともに50km/hで正面衝突した。

このとき、Ａ車とＢ車の前部変形量は同じであって、50km/hで固定壁

（バリア）に正面衝突した実験とも同じ変形量となる。この事例 1 の衝

突後のＡ車とＢ車に移動は起こらない。

図4.1の「事例 2 」は、Ｃ車が100km/hで停止中（ 0 km/h）のＤ車に

正面衝突した。このとき、Ｃ車とＤ車の前部変形量は同じ変形量となる。

さらに、Ｃ車とＤ車の前部変形量は50km/hで、固定壁（バリア）に正

面衝突した実験とも同じ変形量となる。一方、衝突後の移動状況は、Ｃ

車の進行方向上にＣ車とＤ車がともに移動していく。

このことから、「事例 1 」と「事例 2 」を比較すると、車両の変形量は

同じであるから、変形量だけで衝突時の速度を求めることはできないと

いえる。事故車両の衝突速度を解析するに当たっては、事故各車両の衝

突による変形量、衝突後の移動、並びに衝突前後の角度という要素が重

要であることを理解したうえで、衝突速度の解析方法について解説する。

〈図4.1　同型車による正面衝突〉
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第５章

 EDRによる事故解析

EDR（Event Data Recorder：イベント・データ・レコーダー）は、エア

バッグやシートベルトシステム等が作動するような交通事故において、

衝突時点や事故前後の車両のデータ、運転者の操作等を記録するための

装置である。

エアバッグ制御センサー内に記録されているEDRのデータ（製造会

社・年式により異なる）には、次のものがある。

「衝突前の情報」

・　車速・エンジン回転数

・　ブレーキペダル、アクセルペダル、ハンドルの操作

・　横すべり防止装置、ABSの作動状況

「衝突時の情報・記録状態」

・　衝突によって生じた加速度と衝突前後の速度変化

・　運転席及び助手席乗員のシートベルト着用の有無

・　エアバッグ作動に関する情報、エアバッグシステムの故障診断情報

・　EDRの記録状態（イベント回数、データ書き込み）
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224 第５章　　EDRによる事故解析

自動車の安全装置として、エアバッグが装備されている。エアバッグ

の作動は、電子回路を活用し、作動・展開を制御している。

車のフロントバンパーの中には、衝撃を感知するセンサーが備えられ

ている。センサーが衝撃を感知すると、この情報は車両の重心位置付近

に取り付けられたエアバッグ制御センサーに送られ、制御センサーがエ

アバッグを展開するか否かの判断をしている。

エアバッグ制御センサーが判断した記録が残っていれば、記録を読み

出すことで事故の詳しい状況がわかるようになる。

各自動車メーカーは、エアバッグ制御センサーの中に故障診断装置と

いうものを装備している。故障診断装置は、エアバッグなどの安全装置

が正常に作動したかどうかについて監視しており、エアバッグなどが作

動した際に、作動時の運転記録を保存しているから、エアバッグが作動

するような事故が発生した場合、故障診断装置の記録を読み出すことが

できれば、安全装置が作動したときの運転状況がわかるようになる。

この故障診断装置の記録内容を充実させ、データを記録する機能を持

たせたものをEDR（Event Data Recorder：イベント・データ・レコー

ダー）と呼んでいる。

5.1　エアバッグとEDRの関係

〈写真5.1　エアバッグ制御センサー〉
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第６章

 交通事故解析ファイルの活用

本書購入者のみが閲覧・使用できる「交通事故解析ファイル」の中に

は、交通事故捜査関係業務を行う上で有用なデータが入っている。

交通事故解析に用いる計算を、実務に活かしていく上で、パソコンを

有効に活用することは最良の手段といえるだろう。

ファイルの閲覧方法については、293頁「6.8　ファイルの閲覧方法

について」を参照されたい。
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252 第６章　　交通事故解析ファイルの活用

「交通事故解析ファイル」を起動させる。

図6.1は、交通事故解析 Ver.6を起動させた際の表紙画面である。

6.1 交通事故解析ファイルの起動・操作方法

〈図6.1　「交通事故解析ファイル」の表紙〉
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